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令和４年度 教育委員会 第19回定例会 議案

１ 日 時 令和５年２月15日（水） 午前10時15分

２ 場 所 教育委員会議室

３ 日 程

（１）開 会

（２）議 案

第 37 号議案 学校部活動の地域連携や地域クラブ活動の在り方等

に関する方針の策定 … １

＜非＞第 38 号議案 教職員の懲戒処分 … 非

＜非＞第 39 号議案 教職員の懲戒処分 … 非

（３）閉 会



、



第 37 号議案

学校部活動の地域連携や地域クラブ活動の在り方等に関する方針の策定

各市町が、学校部活動の地域連携並びに地域クラブ活動への移行に向けた検

討の指針とすることを目的として、別冊のとおり学校部活動の地域連携や地域

クラブ活動の在り方等に関する方針を策定する。

令和５年２月 15 日提出

静岡県教育委員会教育長
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第 37 号議案 令和５年２月 15 日

（件 名）

学校部活動の地域連携や地域クラブ活動の在り方等に関する方針（案）

（健康体育課）

１ 概要

令和５年 1月 25 日の教育委員会定例会にて、本案について説明し、令和５

年１月 31 日を期限に意見募集を行い、御意見を頂戴した。

教育委員の御意見を踏まえた修正案を報告し、承認をいただいた上で、県内

全市町に提示する。

２ 本案のポイント

・学校の働き方改革と持続可能な部活動体制の両方を実現することを目指す。

・本案は、令和５年度より学校部活動の地域連携並びに地域クラブ活動への

移行に向けた検討を、各市町が実施する際の羅針盤として位置づける。

・休日の学校部活動の地域連携や地域移行の達成時期について、国としては

一律に定めず、令和５年度から令和７年度までの３年間を改革推進期間と

位置付けている。

・生徒の活動機会の喪失は最も避けるべきことであり、新たな地域クラブは、

持続可能な体制づくりの構築が必要不可欠である。

・学校部活動の地域連携並びに地域クラブ活動への移行については、単なる

スポーツ・文化環境の整備ではなく、生徒を中心においた教育環境の整備と

して取り組む必要がある。

３ 修正案

別紙を参照

４ スケジュール

・令和５年２月 25 日 県内全市町に提示

・令和５年２月 27 日 運動部活動地域移行連絡協議会にて説明
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学校部活動の地域連携や地域クラブ活動の在り方に関する方針（案）に対する対応

（健康体育課）

１ 方針（案）に対する対応経緯

(1) 教育委員会委員協議会（1月 25 日）

・方針（案）の説明及び意見募集を依頼。

(2) 意見募集（1 月 25 日～31 日）

提出状況：５項目 34 件（追記４件、文言修正９件、現状維持 21 件）

ア 追記した意見 ４件（●意見 ○対応）

●部活動の意義や役割、部活動を通して行われていたはずの中学校教育をどうしてい

くのかについて、並行して検討していく必要がある。

○学校設置者の取組に、「学校部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行後の中学

校教育（部活動が担ってきた意義や役割、部活動をとおして実施してきた教育活動

をどこが担うのか）について検討する。」と追記しました。

●指導者が起こす問題だけでなく、そこで活動する子どもたちが起こした問題も、そ

の子どもの通う学校に委ねるのではなく、クラブで指導することを明記する。

○「学校の働き方改革の趣旨に反することから、地域クラブ指導者の問題行動やクラ

ブ会員（子どもら等）等が起こした問題は、地域クラブ及び地域クラブを管理・統

括する体制において指導する。」と修正及び追記しました。

●時間軸を打ち出さないと、変革に際限ない時間を費やすことになりかねないので、

県としてのガイドラインは示す。

○県のスケジュール〈令和 8 年度以降〉において、「県内市町の状況及び国の動向を

確認した上で新たなスケジュールを作成する。」を追記しました。

●「地域クラブの指導者に関する問題は、地域クラブを管理・統括する体制において

指導する。」とあるが、学校側の目線ではないか。完全に部活動が地域クラブに移行

するまでは部活動指導員や外部指導者、または地域クラブの指導者と学校が情報交

換できる体制を作るべきではないか。

○「地域クラブ活動と学校部活動との間では、運営団体・実施主体や指導者が異なる

ため、協議会等の場を活用し、地域クラブ活動と学校部活動との間で、活動方針や

活動状況、スケジュール等の共通理解を図るとともに、関係者が日々の生徒の活動

状況に関する情報共有等を綿密に行い、学校を含めた地域全体で生徒の望ましい成

長を保障する。」を追記しました。

イ 文言（表現等）の修正をした意見 ９件

ウ 方針（案）の中で読み込める意見 21 件

・働き方改革の推進とともに教員の部活に対する関わり方（特に、部活指導をやりたく

て教員を目指した方）の選択肢も検討してほしい。教員を目指す方が減ってきている

中、教員の魅力がさらに減るようなことになってはいけない。

・地域クラブの魅力＝「競技力、知名度」となった場合、教育的な視点より勝利や結果

を重視した指導法に偏ってしまう可能性がある。

・教職員側に十分な余裕があり対応力が旺盛な場合は、外出しをしなくても構わないこ

ととする。 等
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